




Transition in Han National Dress from the 1950’s
to the Middle of the 1960’s
 YAMAUCHI Chiemi
Abstract: During the Republic of China period (1911-1949), Han national dress underwent many design 
changes. However, for the first ten years of the People’s Republic of China period (1949-present), Han national 
dress was severely limited by government regulation to the point that it became almost a standard uniform. In 































































































































































































































































































































	2)	 J. K. Fairbank・R. Macfarquhar主編『剣橋中華人民共和国史』（中訳本　下巻）七二三頁。
	3)	 当時アメリカ人のことを「美国佬（ヤンキー）」などと蔑視をこめた呼び方で呼んでいた。
	4)	 雑誌の中で「レーニン主義を守り、現代修正主義の強大な武器に抵抗する」のような文章が書かれること
となる。「保衛列寧主義，反対現代修正主義的強大武器」（『中国青年』一九六〇年九期）。
	5)	 拙稿「服飾を通してみる漢民族の民族意識――中華民国期――」（『北海道文教大学論集』、二〇〇一年第二
号）参照されたい。
	6)	「深衣」とは古代中国の最も早期の服飾の一つである。杭間によると、古代においても服飾のスタイルは既
に多様化していたが、そのスタイルは「上衣下裳」「衣裳連属」に二代大別することができ、西周以前は、
主に「上衣下裳」スタイルが着用されたが、西周から春秋戦国時代に至る頃、今日のワンピースに似たス
タイルの「上衣」と「下裳」をつなげたスタイルのものが出来上がり、このスタイルのものを「深衣」と
呼んだ、としている。詳しくは杭間『中国文化精華文庫』（山東科学技術出版社、一九九二年）を参照され
たい。
	7)	 劉愛芳「現代女性打扮的風格」（『現代服装』一九九六年第六期）。
	8)	 李当岐『服装学概論』（高等教育出版社、一九九〇年）四十頁によると、人が服装を身につける意義は、身
体的目的と社会的目的に大別されるが、中国では特に、上層階級の人々にとっては社会的目的の一つである、
服飾によって、その人の身分や地位を表すということが、非常に重要な目的であった。唐代には「品色衣」
制が定められ、宋代、明代へと受け継がれた。「唐代、皇帝の色は赭黄、官僚は一から九品までの紫、緋、
緑、青をもって定められた。庶民は白が多用された。」（蘇氷編『漢唐気象』西北大学出版社、一九九六年、
一五九頁）。	
	9)	 汪惠奇「穿針引線補背心」（『中国青年』一九六四年二一期）三二頁。楊新民「一条褌子」（『中国青年』
一九五七年十三期）三九頁。友樹「理髪館」（『中国青年』一九五七年八期）三三頁。肖調明「棉衣」（『中国青年』
一九五八年十期）二五頁。王根旺「我像父親那様永遠艱苦朴素」（『中国青年』一九六一年二期）十五頁。
	20)	 孫作堯「一勤二倹三儲四節」（『中国青年』一九五九年十二期）四十頁。龐瑞卿「艱苦闘争是革命者的本色」（『中
国青年』一九六〇年二十期）三十頁。高澤虹「無産階級幸福観就是為革命而闘争」（『中国青年』一九六五
年四期）二十頁。何孚「這様的『土里士気』好得很」（『中国青年』一九六四年十九期）二三頁。
	2)	 小鋭「我喜歓花衣服」（『中国青年』一九五七年九期）三八頁。
	22)	 小英「不可小看生活問題」（『中国青年』一九六四年十五期）二八頁。楊大然「謹防資産階級衝破生活的缺口」（『中
国青年』一九六四年十八期）十四頁。この二人（小英と楊大然）は嘗て自分自身が着る物にこだわったこ
とを深く反省し自己を批判し、反省している。編者「什麼是青年的幸福」（『中国青年』一九五四年十七期）
二六頁。
	23)	 高澤虹「享楽至上是資産階級幸福観的核心」（『中国青年』一九六五年三期）二四頁。
	24)	『中国青年』編集付記（『中国青年』一九六四年十五期）二八頁。
	25)	 謝覚哉「写給子女的両封家信」（『中国青年』一九六一年十三―十四期）二二頁。
	26)	 編者「姑娘們、穿起花衣服吧」、荒山「為什麼反対穿花衣服」（共に『中国青年』一九五七年九期）三八頁。
	27)	 編者「不要勉強別人改進服装」（『中国青年』、一九五六年十二期）三九頁。
	28)	 編者「不要乱扣資産階級思想的帽子」（『中国青年』、一九五五年三期）三二頁。編者「穿花衣服是不是資産
階級思想？（回答読者的問題）」（『中国青年』一九五四年二二期）三二頁。	
−  −
	29)	 これらの考えが世に発表された時期に注意すると、発表された原因が由来する時期と発表時期が、すべて、
五十年代初期に関係していることがわかる。五十年代初期において、思想統制はまだそれほど厳格ではなく、
共産党が一般大衆に向かって、自由に意見を述べることを求めた場面などで、このような意見が提起され
たことも注目に値する。これらの意見を述べた者が、後に面倒に巻き込まれたこと、甚だしい場合は「右派」
のレッテルをはられたことは明らかである。
